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１ はじめに 
 

 本委員会は、令和４年２月に策定された「苫小牧市立病院経営指標」（以下「経営

指標」という。）の各種指標について点検及び評価するとともに、昨年３月に総務省

から示された「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイ

ドライン」に基づき、現在策定作業中である「苫小牧市立病院経営強化プラン」（以

下「経営強化プラン」という。）の策定及び見直しの過程において、専門的な意見を

提言することを目的として、医療関係、経済界、学識経験者、市民団体からなる外部

委員で構成された評価委員会である。今年度は、経営指標の対象期間の初年度である

令和３年度実績値について、点検及び評価、並びに意見を求められた。 

 令和３年度は、新型コロナワクチンの接種や検査体制の整備など、社会的にコロナ

対策が進んだものの、新たな変異株の流行もあり、前年度に引き続き、感染状況によ

って医療体制が大きな影響を受けた一年となった。 

このような状況のなかで、コロナ禍以前と比較して医業収益が大幅に減少したこと

など、経営指標に定められた数値目標は、平常時と大きく乖離しているが、本委員会

では、あらかじめ定められた評価基準に基づき、各種指標を評価した。 

 苫小牧市立病院は、感染状況に応じ、柔軟かつ機動的に医療提供体制を調整しなが

ら、通常診療を制限してコロナ対応を積極的に行ったほか、北海道、苫小牧市医師会、

圏域の医療機関などと連携し、コロナ禍であっても中断することができない救急医療

や周産期医療などの公立病院として重要な役割を十分に果たした。 

 当面の間、コロナ対応は継続せざるを得ないものと考えられ、医療を取り巻く状況

は依然として厳しいが、東胆振医療圏域の中核病院として、高度・政策医療の充実に

努めるとともに、関係機関との連携を強化し、実効性のある経営強化プランの策定と

経営基盤強化に向けた更なる努力を期待する。 
 
 
  令和５年２月 
 
                 苫小牧市立病院事業経営評価委員会 
                       委員長  豊 田  健 一 
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２ 経営指標に対する点検及び評価結果 
 
 （1） 委員会としての具体的な評価手法 
    苫小牧市立病院が令和４年１０月に策定した「苫小牧市立病院経営指標自己

評価」（以下「病院評価」という。）に示された自己評価について、病院事務局

に項目ごとに評価理由等の説明を求め、その内容を審議した。 
    評価基準は病院評価と同じものを用いることとし、特に委員会として特筆す

べき事項を付した。 
 
   〔評価基準〕 

Ａ 経営指標の目標値を大幅に上回り、特に優れた成果が認められる。 
Ｂ 経営指標の目標値を達成している。 
Ｃ 経営指標の目標値をおおむね達成している。 

Ｄ 経営指標の目標値を下回っており、改善の余地がある。 
Ｅ 経営指標の目標値を大幅に下回っており、大幅な改善が必要。 

 
 （2） 委員会評価 

   〔総評〕 
    コロナ対応を優先するために通常診療を制限したことなど、コロナ禍という

特殊な状況下における実績値であるため、評価が難しい指標も見られたが、苫

小牧市立病院が感染症指定医療機関として、新型コロナウイルス感染症患者の

積極的な受入れと高度急性期医療の提供を両立したこと、並びに感染症対策に

係る補助金を活用し、経営状況を悪化させることなく安定的な医療提供体制を

維持したことを高く評価する。 
    委員会評価は、すべての項目において評価基準に定める「Ｃ」評価以上とし

ており、病院評価と異なる評価を付したものはなかった。 
    コロナ感染症の影響により社会経済情勢が大きく変化し、先行きが不透明な

状況下で、中期計画である経営強化プランの策定は困難な側面もあるが、公立

病院としての役割・機能を発揮し続けることができるよう、経営強化に向けた

取組を病院全体で推進することを期待する。 
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   〔個別項目の評価〕 

    委員会審議の結果、特に評価・意見を付すこととしたものについて、以下に

示す。 

 

  評価項目２ 経営の効率化に係る項目 

（３）収入確保に係るもの 

・番号１６ 「病床利用率」「Ｂ」評価 
 コロナ禍以前と比較すると大幅に減少しているものの、感染状況に応じて病

棟を一部休止して医療従事者のマンパワーを確保しながら、一定の病床利用率

を維持したことを評価する。 
アフターコロナを見据えた病床利用率回復の具体策に期待する。 

 

  評価項目３ 収支の状況 

   ・番号２７ 「病院事業収益」「Ａ」評価 

 番号２９ 「経常収支」「当年度純損益」「Ａ」評価 

    感染拡大による病棟休止などの影響によって、受入患者数が減少した時期が

あり、入院収益がコロナ禍以前と比較して減少しているものの、国及び北海道

の政策に迅速に対応し、感染症対策に係る補助金を活用しながら事業を継続す

ることで、経営状況を悪化させずに地域に貢献したことを評価する。 

 

 

個々の評価項目に対する本委員会の評価及び意見の一覧については、４～８ペ

ージに示した。 

   なお、評価基準に基づく評価項目ごとの結果は以下のとおり。 

 

区 分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合 計 
評価項目１ １ ０２ ４ ０ ０ ０７ 

評価項目２ ２ １４ ３ ０ ０ １９ 

評価項目３ ３ ０３ １ ０ ０ ０７ 

合 計 ６ １９ ８ ０ ０ ３３ 
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１　医療機能等指標に係る項目　

１ Ｃ

２ Ｃ

３ Ｃ

４ Ｃ

Ｂ

６ Ａ

苫小牧市立病院経営指標評価項目

時間外救急患者数
(件)

3,800 3,943

【参考】
 一次救急～夜間・休日急病センターや休日当番の医療機関などで行われる入院や手術を伴わない医療
 二次救急～入院や手術を要する症例に対する医療

５

７
手術件数(件)

(1,246)

5,700 5,646

630 682

42.7 40.8

病院
評価

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

分べん取扱い件数(件)

2,000
Ｂ

逆紹介率(％)

（うち全身麻酔手術）
(件)

(1,200)

7,200

逆紹介(診療情報提供)
件数(件)

紹介患者数(人)

３年度
目標値

項　　目

紹介率(％) 51.0

３年度
実績値

7,168

2,046

番号

49.3

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

Ｃ

Ｂ

Ａ

評価 意　　見
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２　経営の効率化に係る項目

（１）収支改善に係るもの

Ａ

Ｂ

Ｂ

（２）経費削減に係るもの

Ｂ

Ｂ
13

（うち薬品費比率）
(％)

(12.0) (11.2)
　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

Ｂ
22.2

96.0 96.0

23.3

12

76.5

※算出式＝（材料費÷医業収益）×100
※算出式＝（薬品費÷医業収益）×100

※算出式＝ 後発医薬品の数量÷｛（後発医薬品のある先発医薬品の数量）＋（後発医薬品の数量）｝×100

Ｂ－

※算出式＝（職員給与費÷医業収益）×100

材料費対医業収益比率
(％)

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

評価 意　　見

60.7

115.0

10

11

８

９

項　　目

項　　目番号

番号

後発医薬品指数(％)

３年度
目標値

３年度
実績値

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

職員給与費対
医業収益比率(％)

80.0

資金不足比率(％)

経常収支比率(％)

医業収支比率(％)

62.2

Ｂ

Ｂ

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

意　　見

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

※算出式＝（資金不足額÷事業規模）×100
【参考】
　資金不足額＝（流動負債+建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高
　　　　　　　　－流動資産）－解消可能資金不足額
　
　事業の規模＝医業収益の額－受託工事収益の額

－

※算出式＝（経常収益÷経常費用）×100
【参考】
　経常収益＝医業収益＋医業外収益
　経常費用＝医業費用＋医業外費用
　経常収支＝経常収益－経常費用

※算出式＝（医業収益÷医業費用）×100
【参考】
　医業収支＝医業収益－医業費用

109.4

３年度
目標値

３年度
実績値

病院
評価

Ａ

評価

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

病院
評価

Ｂ

Ｂ
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（３）収入確保に係るもの

14 Ｂ

15 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

19 Ｂ

20 Ｂ

Ｃ

※算出式＝（年間延入院患者数×100）÷（稼働病床数×実日数）

16

※算出式＝入院収益÷年間延入院患者数

17

※算出式＝年間延入院患者数÷｛（入院件数＋退院件数）÷2｝

18

番号

入院患者1人1日当たり
診療収入(円）

外来収益
（百万円、税抜）

2,537

※算出式＝外来収益÷年間延外来患者数

21

外来患者1人1日当たり
診療収入（円）

病床利用率(％) 52.4 53.9

14,913 14,900

入院収益
（百万円、税抜）

4,819 Ｂ

Ｂ

5,013

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

2,550

平均在院日数(日) 9.4 9.5

年間延外来患者数(人)

年間延入院患者数(人) 73,000 75,079

170,300 170,979

66,010

３年度
目標値

３年度
実績値

　病院評価と同評価とするものの、アフターコロ
ナを見据えた病床利用率回復の具体策に期待す
る。
　なお、休止病床を除いた病床利用率は71.4％で
あることを、事務局からの説明により確認した。

Ｂ

Ｂ

Ｃ

項　　目
病院
評価

66,778

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

評価 意　　見

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

Ｂ

Ｂ

Ｃ
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（４）経営の安定性に係るもの

22 Ｂ

23 Ｃ

Ｂ

25 Ｂ

Ａ

※企業債とは地方公営企業が施設の建設・改良等に要する資金に充てるために国などから借りるお金のこと

24

※算出式＝流動資産－流動負債

26

番号
評価 意　　見

累積資金収支
(百万円)

174 713

一時借入金残高
(百万円)

0 0

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

医師数(人)
(臨床研修医等も含む)

75 75

項　　目
３年度
目標値

３年度
実績値

企業債残高
(百万円)

8,889 8,786

看護師数(人) 425 416

Ｂ

Ｂ

Ａ

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

　事務局から説明を受け、内容について協議・確
認し、病院評価と同評価とする。

病院
評価

Ｂ

Ｃ
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３　収支の状況

32 Ｃ

※収支状況の数値については、公営企業の経営に当たっての留意事項について（総務省通知）の収支計画記載

要領に基づき、収益的収支は税抜き、資本的収支は税込みで作成している。

33

番号

番号

27

28

29

30

31

　事務局から説明を受け、内容について協
議・確認し、病院評価と同評価とする。

Ｂ

　番号27に同じＡ
1,637

2,576

925

（単位：百万円、税込み）

12,208

8,089

病 院 事 業 収 益

2,537

770

335

32

462

　事務局から説明を受け、内容について協
議・確認し、病院評価と同評価とする。

1,490

（単位：百万円、税抜き）

評価 意　　見

Ｂ

Ｂ

意　　見

Ａ

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

　病棟の一部休止などの影響により、医業
収益がコロナ禍以前と比較して低い水準で
ある一方、コロナ関連の臨時的な補助金の
積極的な活用により、経営状況を悪化させ
ずに事業を継続したことを評価する。

752

1,845

26

Ａ

Ｂ

病院
評価

5,050

8,315

11,007

4,260

Ｂ

542

10,396

1,845

2,649

1,005

89 69

10,572

収 益 的 収 支

733

12,601

３年度
実績値

5,013

３年度
目標値

4,819

医 業 収 益

入 院 収 益

2,550外 来 収 益

そ の 他

医 業 外 収 益 4,093

26特 別 利 益

評価
病院
評価

Ａ

苫小牧市立病院事業経営評価委員会評価・意見

医 業 費 用

医 業 外 費 用 外

特 別 損 失

経 常 収 支 1,050

560

987

5,031

1,887

当 年 度 純 損 益

経 費

そ の 他

職 員 給 与 費

材 料 費

病 院 事 業 費 用 11,221

▲321

企 業 債 償 還 金

34

770

建 設 改 良 費 1,120 1,043
Ｂ

Ａ

資 金 不 足 比 率 － －

1,594

資 本 的 支 出

資 金 不 足 額 ▲950 ▲1,489

累 積 資 金 収 支 174 713

流 動 負 債

　事務局から説明を受け、内容について協
議・確認し、病院評価と同評価とする。

▲355

流 動 資 産

単 年 度 資 金 収 支 1,170

1,716

う ち 企 業 債

Ａ

　事務局から説明を受け、内容について協
議・確認し、病院評価と同評価とする。

776 776

1,709

1,869

Ｃ資 本 的 収 支

1,890

693

1,603

2,582

そ の 他

３年度
実績値

そ の 他

1,924

462

796

他 会 計 負 担 金 等

資 本 的 収 支
３年度
目標値

345

資 本 的 収 入

企 業 債
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【附属資料】

所　属 役　職 氏　名

委員長
一般社団法人
苫小牧市医師会

副会長 豊　田　健　一

副委員長
一般財団法人
ハスカッププラザ
(苫小牧市保健センター)

専務理事 棒　手　由美子

北海道胆振総合振興局
保健環境部苫小牧地域保健室
(苫小牧保健所)

次長 柴　田　みゆき

室蘭市 病院事業管理者 新　井　　一

苫小牧信用金庫
本店副店長
兼営業課長

干　谷　啓一朗

苫小牧商工会議所
中小企業相談所長
兼商工振興部長

遠　藤　和　盛

北洋大学 教授（学部長） 山　田　利　一

高崎健康福祉大学 准教授 木　村　憲　洋

市
民
団
体

苫小牧消費者協会 副会長 伴　辺　久　子

苫小牧市 副市長 木　村　　淳

院長 松　岡　伸　一

事務部長 佐々木　　薫

事務部次長 桐　木　　賢

経営管理課長 駿　河　まゆみ

地域医療連携室主幹 小　林　泰　賀

医事課長 梅　木　秀　俊

経営管理課長補佐 岡　路　大　輔

経営管理課副主幹 福　井　教　彦

医事課長補佐 西　村　政　昭

経営管理課財務係長 桑　島　敬　輔

区　分

委
　
員

市立病院
事務局

経
済
界

学
識
経
験
者

医
療
関
係

委員名簿
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   令和４年度 市立病院事業経営評価委員会 審議日程 

 

１ 評価委員会・市議会審議日程 

日 付 内 容 備 考 

10/7 
市議会決算委員会 

経営指標【令和３年度決算反映】提示 

 

10 月～11 月 
第１回評価委員会（持ち回り開催）  

 経営指標自己評価等を提示、質問等の受付 

委員に資料を提出 

1/18 
第２回評価委員会開催 

 経営指標自己評価の審議等 

委員出席 

2/2 
第３回評価委員会開催 

 委員会評価作成及び決定 

委員出席 

2/9 市長へ委員会評価報告書を提出 委員長、副委員長出席 

3 月 
市議会厚生委員会 

 委員会評価報告書を提出 

 

 

２ 評価委員会の開催場所等 

 日 時 場 所 

第１回  10 月～11 月（持ち回り開催） － 

第２回 1 月 18 日（水）18:30～ 市立病院２階 講堂 

第３回 2 月 2 日（木）18:30～ 市立病院２階 講堂 

 

３ 市長への評価報告書提出の開催場所等 

日 時 場 所 内 容 

2 月 9 日（木）14:00～ 市役所５階 第１応接室 
委員長、副委員長から市長へ 

評価報告書を提出 
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